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はじめに

太平天国の乱は中国国内の物流だけではな

く、国際貿易にも影響を及ぼした。たとえば「琉

球」を通じた太平天国情報を分析した真栄平房

昭の成果によると、琉球の貿易活動は深刻な影

響を被って、この知らせを受けた島津斉彬は琉

球の対中国貿易の先行きを危惧していたという
1。また、対馬の宗家には、中朝間の貿易が滞る

状況が伝わって、対馬にも影響する可能性を危

惧するとともに、これらの情報を幕府へ伝えて

いた2。そして長崎は、嘉永5年（1852）12月以

降同7年7月まで唐船の来航がないといった事

態にも陥った 3。太平天国の乱は経済の面でも

日本に影響を与えたいたことは明らかである。

本稿ではこのうち長崎に注目する。太平天国

の乱と長崎との関係は松浦章の研究があり、唐

船がもたらした情報や日清間の貿易活動の実態

に与えた影響などを明らかにした 4。具体的に

は、幕府が海外情報入手先として唐船を重視し

ていたものの、太平天国に関する情報が期待し

たほど入手できなかった理由が、日中貿易の拠

点であった乍甫への主要な物資供給地である蘇

州が太平天国軍の攻撃を受けてたからだと指摘

した。また、文久期唐船の長崎来航がないなか

で、上海からのイギリス船二艘が日中貿易を担

っていたことも明らかにした。これらは極めて

重要な指摘であるものの、太平天国の存在を通

じた分析を行ったわけではなく断片的な解明に

留まっており、事実確認もふくめ検討の余地が

残っている。

そこで本稿では、太平天国のどういった情報

が情報集積地の長崎に集まって、唐人社会に影

響を与えたのか改めて確認していく。太平天国

は十年を超えて存在したわけで長崎に対する影

響の度合いにも変化があったことは容易に予想

できることから、この点に注意を払う。また、

従来の研究では日中間の貿易における日本側に

ついて長崎のみを対象に考えてきた傾向が強

く、そして、太平天国の情報は対馬、琉球など

からも長崎へ伝わって来たにもかかわらず、情

報源をふまえてこなかった印象を持つことか

ら、これらも意識して述べていく。
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一　大陸の動乱情報と長崎唐人社会

・海外情報の集散地としての長崎

市古宙三によると 5、唐船によってはじめて

太平天国に関する情報が日本に伝わったのは、

嘉永5年12月のことだった。その情報は天徳の

年号を称する明裔朱氏の明朝恢復を志す運動で

あるが、真の明裔ではなく偽称して乱を企てた

賊でいずれ滅亡するだろうと、楽観的な見方を

したものにすぎなかった。

当時の長崎における情報の取り扱い状況は翌

年のものになるが、嘉永6年10月27日付で岡藩

御用達石本卯之助が草刈敬輔・武藤章蔵に送っ

た書状からわかる。すなわちそこには、「一、一

昨年以来、唐国江明代之餘類起り立、及騒動候

一件、宗対馬守ゟ朝鮮国江詰方之役人御承之

趣、九月中別紙之通御同家江御届相成申候、右

は、去冬入津之唐人共、内々風説申居候儀ニ御

座候へ共、当表江渡来の唐船仕出ゟ、乍甫と申

候所ゟ、遠境之趣ニて、聢と不及取留、其上、表

向申立候儀ニも無御座候處、其後追々騒乱及増

長候儀と奉存候、此段御含迄申上候」と書かれ

ていた。これによると、対馬宗家から朝鮮から

得た情報として明代の残党の末裔が騒動を起こ

していると伝わったことがわかる。ただ、長崎

では昨冬（嘉永5）に唐人が風説として話題に

なっていたものの、長崎に向かう商船の出航地

である乍甫から遠く離れた地域での出来事であ

り、正式に長崎奉行所へ申し出ることはなかっ

たというのである。この後、唐船は翌々年（安

政元年）7月26日まで来航がなく6、対馬、そして

琉球からの情報がこの間長崎に伝わってきた7。

石本卯之助の同年11月28日付で古田右馬允

に送った書状には、「一、唐国も一昨年来、明代

餘恢復を名として、一揆起立候處、当春以来別

て盛ニ相成、不容易騒動之よし、朝鮮・琉球両

国立風聞、追々承及申候、定て御承知之儀とは

奉存候、是以、往々皇国之患共ニは無之哉、誠

ニ以苦々敷次第御座候」とある。長崎において

は、朝鮮そして琉球からの情報で事態が大きく

なっていることを知り、日本の患いになるので

はと疑念を抱き、そのことに苦々しさといった

感情を持つ者がでてくる段階にまでなっていた

ことがこれからわかる。

以上から、長崎への唐船・オランダ船の来航

が途絶えたなかでも対馬・琉球から海外情報が

伝わる環境に長崎があったこと、そして集積さ

れた情報が各地へ伝えられる発信地として長崎

が機能していたことが確認できる。

幕府の出先機関である長崎奉行所は、本来な

ら来航した唐船、そしてオランダ船から海外情

報をいち早く、そして他とは異なる情報量を得

られる環境にあったものの、ことこの段階では

太平天国に関する情報について他のルートから

得ていたのであった。ただしこれは、長崎が幕

府の出先機関として機能しなかったことを意味

するわけではない。各方面から情報が長崎奉行

所に集まり、そしてそこを拠点に周辺大名間で

情報を共有していた事実をふまえるとハブとし

ては機能できていたことになろう。

・長崎在留唐人の動揺

前節で確認した長崎の情報環境にもっとも影

響を受けたのは唐人だった 8。唐船の来航が途

絶えており、長崎でロシアのプチャーチンと交

渉した川路聖謨は、日記（嘉永7年正月14日）

に「この節は夏船・冬船共に来らざる故に、帰

ること能わず。其上故郷は戦争のちまたと成

り、日日合戦やむ時なしなど聞ゆれば、哀しみ

て、日ごとに関帝堂みくじをとり、或は泣き、

或は色を直して死する如くなり居るよし也。砂

糖其外共に遣い切りて、みな市中より買上なり
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と承る。唐人共貧相なるけしき、亡国の民とな

れば、相までもよからぬにや。」と記している。

故郷が戦争状態にあって、不安を抱えた唐人た

ちの様子が、川路の目に入った。川路は、「亡国

の民」となれば人は人相まで変わるとこの時認

識したのである9。

こうしたなか、嘉永7年2月十二家在留船主江

星棠・楊少畬が長崎会所年行司へ、家族の安否

確認のために船の貸与を願い出たのである10。

すなわち嘉永5年の冬に長崎へ向かう際、江西

地方で賊徒が騒乱を起こした風聞があったの

で、その後江南の蘇州辺りまで騒ぎ長崎への船

が仕立てられないのではないかと懸念したこと

による。もちろん中国の家族の生存も、彼らに

とっては気がかりであったはずである。

実は、対岸でも長崎との貿易に依存していた

商人は同様の状況にあったようで動きがあっ

た。長崎と貿易を続けないと死活問題だから、

乍甫から二隻の船が長崎を目指したのである。

一隻は嘉永7年7月10日に出船して7月22日長

崎に到着した。もう一隻は同月15日に出船し

て同月27日長崎に辿り着き11、これで在長崎の

唐人も一息付けたのであった。一艘目は橘湾に

面する茂木村沖へ最初に辿り着いたが、その時

得た大陸の様子が7月22日付の震八から五島家

への書状でわかる12。そこには、「去春四艘共無

滞五月末着唐、正月二月頃廣西逆党江南江乱

入、南京・鎮江・揚州之城三ヶ所ヲ失ひ蘇州之

居民方々江逃散、又ハ八月頃上海道一揆起り江

南江官軍大勢集り防禦有之、商売筋往来打絶申

候、仍而昨夏昨冬仕出方出来不申候、当時ニ而

者追々賊勢衰諸方江逃去申候、本船七月十日乍

甫ゟ仕出、跡船一艘者十五六日頃仕出候積ニ御

座候、右豊利船ゟ差出候書簡大意ニ御座候」と

書かれている。

これによると、昨年の正月・2月頃に広西の

逆党が江南へ乱入して南京・鎮江・楊州へ攻め

入り落城させ、蘇州の人は方々へ逃散した。そ

の後八月に至り、上海で一揆が起こり江南へ官

軍が集まりこれを防御した。そのため物流は途

絶えた。これによって昨夏、昨冬に長崎へ船が

出せなかったことがわかる。後に賊勢力（太平

天国軍）が衰えて諸方へ逃げ去ったことで7月

10日に乍甫から一艘だし、もう一艘が15・6日

にでたことがわかる。

この時の二艘の唐船が伝えた蘇州辺りでの風

聞から太平天国の外、小刀會をはじめ全国各地

で一揆などが起こり中国大陸の混乱が続いてい

ることを長崎、そして日本が知ることになっ

た。これを報告した王氏江星棠・十二家船主楊

少畬は最後に、「此後如何成行可申哉、何れ茂懸

念罷在申候」と記していて、今後への不安が払

拭できていない心のうちを長崎奉行所へ伝えた

のである13。

これが的中したのか、この後一年間長崎への

唐船の来航はなかった。この間、日向に唐船が

漂着して大陸及び中国沿岸の情報を知ることが

できたが、尋問にあたった江星棠・楊少畬は、

漂着民から聞き取った内容の後に、「前条之次

第を以相考仕候へ者、一躰海陸共不穏時節、諸

荷物運送出来兼、終ニハ昨冬も商売相休候義者

無之哉、万里外ニて同国之者ニ出会候ても故郷

之人ニ無之私共商売筋ニおいて者委敷相分り

兼、実以心痛至り、乍憚御憐察可被成下候」と

記した14。すなわちこの二人は、海陸ともに不

穏な状況に物流が麻痺し、この結果昨冬も商売

が滞ったのではないか、同国人に出会っても自

分たちの商売の詳細は知れず、心痛だとの思い

を伝えており、自分たちを思いやって憐れんで

ほしい、とまで書き記したのであった。

長崎にいた唐人がここまで書くことは、通常

ない。先が読めないなかで、追い込まれていた
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心のうちを長崎奉行にぶつけたと考えたい。長

崎の唐人はここまで窮地に立たされていたので

あった。

二　河南エリアの戦況と日中貿易体制

・唐船・オランダ船がもたらした中国情報

安政期の長崎への唐船来航数は、元年（1854）

2年がそれぞれ2隻、3年が3隻、4年が4隻、5年

が1隻、6年（1860）が3隻といった状況であっ

た15。一方、オランダ船は年一艘来航した。こ

のほか、日本に漂着した唐人から得られた情報

も含め、以下では長崎で得られた太平天国関係

の情報を確認していく。

安政2年 (1855)4月に江星棠・楊少延から長

崎奉行に提出された「清国騒乱」は日向国に漂

着した唐人の口書で、「唐国騒乱之模様委く相

尋候処、昨春北京近く押寄候洪秀全之余党、蒙

古之精兵等も支、又々散乱致し、所々乱妨にお

よひ候者誅被致候」16 とある。これによって、

清軍が北伐軍を討伐していることがわかる。し

かし安政2年（ 1855）7月のオランダ商館長が

提出した「別段風説書」には、安政元年頃の風

説として「一分国過半は滅し北京と南方との通

路を絶切申候、右之事勢は興廃の場尓有之満州

韃靼の柄権無覚束勢尓有之候」とある17。これ

からは北伐軍の優勢がわかり、清の権勢が覚束

ないとの認識を持たれるほどの状況が伝わっ

た。「清国騒乱」が最新の情報と知りつつも、

異なる情報が前後して長崎に入ってきたので、

戦況の判断をしかねる状況がまだまだ続いてい

たと思われる。

この翌年に来航した唐船のうち、二番、三番

船がそれぞれ知らせた現地の状況は、南京・鎮

江といった長江の水運の拠点を太平軍が支配し

ているために産物の輸送に支障がでて、高値に

なっているといったものだった18。ここから唐

船による長崎貿易の維持にも支障がでてくると

長崎でも判断されたのであろう。

その後の安政3年7月付の「別段風説書」に

よると、安政2年5、6月頃の情報として、沿岸

部では海賊行為が収束しないが、中国南方の騒

乱は治まっているようにみえるとあって19、事

態の改善に期待したくなる知らせが入った。つ

づく安政4年（1857）2月付の「唐国賊乱之模様」

にも「紅巾之賊乱、道光之末ニ起り、此節迄数

箇年之間、戦戮相加リ候儀ニ付、最早十分之内

七八分ハ平定相成申候」20 とあって、大陸の状

況も落ち着くとの見通しを長崎でもしたに違い

ない。

だが、同月20日に唐船が入港した後安政5年

7月29日まで唐船（南京船）の来航はなかった。

この間、長崎に情報をもたらしたのがオランダ

船で、安政4年11月に「別段風説書」が作成さ

れた。これはアロー戦争がはじまったことを日

本へ最初に伝えたもので、朝鮮が開港したこと

もふれている。そこには「土寇」の首長と訳さ

れた洪秀全に近頃3万人の援軍が集まり、支配

領域を拡大し、最新の情報でもその勢いが衰え

てない状況が記されていた 21。つづく同5年正

月に作成された「別段風説書」も、先の情報と

同様の内容だった。

これらの情報からは掴めない賊と扱われた太

平天国の支配領域拡大に関係する情報が、1年8

カ月ぶりに長崎に来航した唐船から伝わった。

この船によると、昨年までに清軍が鎮江城を取

り囲み奪い返して南京城も同様の作戦をとっ

た。つづけて6月に福建・浙江両省は「穏ニ相

成居候得共、自今変遷之有無難計奉存候、右ニ

付諸方之商人外出不致、今以南北不通ニ有之候

間蘇州交易之場所倍不景気ニ而只今之模様ニ而

ハ、幾時頃流通可致哉無足非次第ニ奉存候」22
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と、現地の状況を伝えている。長崎へ唐船がこ

の間来なかった理由などは、ここに記されてい

る通りで、太平天国軍と清軍の攻防が福建・浙

江省の経済活動を停滞させて対日貿易に大きな

影響を及ぼしていたのである。この後さらに長

崎は大きな影響を受けることになる。

・唐船貿易体制の崩壊と琉球産物の長崎商法の継続

1860年4月、太平天国軍は蘇州に攻め入り占

領した。これによって在留唐人程稼堂の妻子が

長崎へ避難したのである。同年5月25日付の「此

度唐国賊乱之ため蘇州落城致し、私妻子共難を

避ケ御当地ニ逃来候ニ付、右之模様略左ニ申上

候」23 に詳細が記されている。これは太平軍が

蘇州進出を日本にはじめて伝えたものと考えら

れているが24、それによると4月4日に蘇州が取

り囲まれ、同月13日には巡撫が殺害され、これ

で城門が開き落城に至ったという。同15日ま

で殺害が続いた。

また、同月14日十二家宏豊船が乍甫へ着いた

ものの土匪が放棄して積み荷を載せたまま寧波

へ逃れ、王氏吉利ならびに吉隆船は同15日に上

海近郊の呉淞に着船したが、上海の諸問屋はい

ずれも門戸を閉めて荷物の引請手がない状況で

あったことまで伝わった。この書付に程は、「情

景聞ニも不忍事計ニ而、筆紙ニ難申尽候」と書

いている。これは単に故郷の惨状を憂いて書い

たわけではなく、従来の貿易体制が崩壊して、

先行きへの見通しも立たない不安の表現であっ

たと思われる25。

程の妻子が長崎に逃れた際に乗船した船を特

定することはできないが、唐船以外の船であっ

た。つぎの史料は松浦章が紹介したことのある

文久元年（1861）11月付の長崎奉行高橋和貴へ

の上申書である26（下線は筆者による）。

長崎表在留罷罷候唐船主鈕春杉之工社陳

志家族四人、同船主稼堂之総代鄧増弟家族

男女十一人、同船主楊少畬家族四人、同船

鈕春杉之工社陳英家族男女七人、追々亜米

利加船、英吉利船にて便乞渡来仕候ニ付、

入館之儀、船主共より願出候間、相糺候

処、何れも唐国賊乱未静謐不相成ニ付、親

族を慕ひ當港迄罷越候ニて、事実進退相究

り、一方之活路を求め遥かに渡来仕り入館

願立候段者、無余儀仕第に相聞え、尤當三

月中申上置候唐船主鈕春杉弟嫁其外之者

同様之事柄ニて渡来仕候節、入館為仕候振

合も有之候間、此度も承届入館為仕置候申

候、依之船主共差出候願書和解四通相添、

有馬帯刀申談此段申上候、以上、

これから太平天国の蘇州進出の影響で長崎の

唐人貿易関係者やその家族が日本へ渡来してき

たことがわかる、と松浦は指摘した。改めてこ

の史料で注目したいのは、同年3月に「唐船主

鈕春杉弟嫁其外之者」が唐人屋敷に入ることを

長崎奉行に申し出て許されていた点である。こ

の事例は、程の妻子が日本に逃れた後の最初の

例であると推測される。

これを先例に今回長崎奉行に対して26名の

唐館への受け入れを願っているわけだが、この

時期に唐船が長崎には来航しておらず、短期間

に大陸からの避難民が長崎を訪れたわけではな

かった。小人数がこの史料にも記載のあるアメ

リカ船やイギリス船といった外国船を利用して

段階的に長崎へ訪れたのであった。長崎奉行高

橋は大目付・目付に届けたようで、一連の届は

その後、外国奉行が同年11月11日、勘定奉行・

勘定吟味役が同月中に確認していることがわか

る27。これに幕府がどう応えたのか知れる史料

は現在見つかっていないが、『バタヒヤ新聞』（巻

22　文久元年辛酉10月11日）には、「近頃衰へ

し南京の賊は此禅代に乗じて再び意を得たり。
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当今寧波は賊に刧かされ、其土地の民人散乱

し、自然と交易も止にけり」とあることから、

幕閣も複数の情報から中国大陸の実状を把握し

ていたことは間違いない 。現状を容認せざる

をえなかったからこそ、避難民が長崎に滞在し

ていたものと思われる。

こうした大陸からの避難者のなかには、画人

王克三、徐雨亭、陳子逸などもいて、長崎在留

唐人との親族関係にないものたちもいた。彼ら

は日本の文人たちとの交流を深め長崎滞在は数

年に及び、王克三の場合は慶応元年（ 1865）3

月から5月ごろに帰国したとみられている 。

避難民の帰国は、大陸の情勢と無関係に行われ

た。

以上のように、太平天国の影響で既存の長崎

貿易を維持できる状況にはなく、太平軍の蘇州

進出が唐人の家族の生命を危険にさらし、その

避難場所として長崎が選択された。日本への渡

航の実現にアメリカ船、イギリス船が協力し

て、また日本側も状況を理解し避難民の受け入

れを許して彼らを保護したのであった。琉球や

対馬、そして他の開港地とは違い、長崎の場合

は太平天国の勢力拡大が唐船貿易体制を崩壊さ

せ長崎の唐人社会に直接的に影響を与えていた

のであった。

この状況下長崎貿易に従事していた長崎在留

船主はイギリス船を利用した上海貿易に活路を

見いだし、唐船主は唐華商になった30。とは言

っても、文久2年（ 1862）2月18日付で長崎の

通詞によって訳された「上海新聞」には、「一、

当
（ 上 海 ）

港及近隣之各港ニおゐて外国之貿易は、当時

殊更繁昌ニ可相及処、去ル第一月二十二日之風

聞ニ而、長髪之賊徒等当港を侵犯し、外国の商

人及土地之商人差別なく、其荷物を奪ひ取不法

を相働きし故、衆人の難儀少からす、遂に商売

も不景気になれり」31 とあって、唐人による長

崎貿易の改善は困難を擁したのであった。この

状況は長崎奉行にとっても悩みの種だった。つ

まり長崎会所が危機的状況だったのである。

ところで琉球も長崎と同様に太平天国の影響

を受けて清との貿易は不振であった。この状況

下の島津家の対応について注目した上原兼善に

よると32、島津家が目をつけたのが、唐船の来

航が減少して薬種類の輸入量が落ち込んでいた

長崎であった。斉彬は老中阿部正弘との交渉で

さらに五年間の延長を勝ち取り、一時的に利益

をあげた。ただ、オランダ船の貿易活動の活性

化や太平天国の影響などで思うようにいかない

時もあった。

文久2年7月に島津家は琉球国御救助を理由

に唐船の来航に関して幕府に申し立ての書付を

送ったものの、期限がせまっていた琉球産物の

長崎商法のみがこの時許されている33。島津家

の立場に立つと、琉球の唐船貿易を維持するた

めには、旧態依然の福建―琉球―長崎の交易ル

ートの存続が重要と判断したのであろう。一方

長崎奉行にとって、開港以後長崎会所存続の基

礎となっていた日中貿易を独占34することの意

義が、先述の状況ではほぼ成り立たなかった。

そのうえ五カ国への俵物輸出を幕府が黙認した

こともあって唐人の俵物貿易の独占は崩壊して

おり、何とか会所を存続させようとしていた長

崎奉行にとって島津家の申し出は、拒否する理

由がなかったのである。

この動きは、太平天国の動向が単に長崎の唐

人社会に影響しただけではなく、既存の長崎に

おける貿易体制に少なからず影響を与えたこと

の証左であり、日中間の唐船貿易という枠組み

に影響があったことを明らかにしている。
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おわりに

太平天国の戦況のふたつの情報が日本の現実

的な政治、政策に影響を及ぼした。つまり太平

天国の北伐軍が北京に迫ったことと、日本向け

唐船貿易の拠点およびその周辺の経済圏を占領

したことである。

前者は清が倒れ日本周辺の国際関係が現状変

更する事態を想定せざるをえない情報であっ

て、日本が外交方針を転換して間もない時期と

重なってさらなる現状変更への不安と幕府が認

識するに至った。海外情報の入手の拠点である

対馬、長崎、薩摩、そして幕府がそれぞれの立

場で積極的に情報を得ようと動いたところは特

徴的である。一方後者は、太平天国の戦況がよ

り具体的、直接的に日本の経済活動に影響した

段階で、江南エリアの事象だったこともあり、

長崎、薩摩・琉球の問題となった。つまり、対

馬には情報が入らず、幕府は積極的にこの件に

関する情報収集を行わなかった。この時期幕府

は、まさしく内憂外患の状況にあったが、具体

的な貿易政策への対応など積極的に試みること

はなかった。この理由は欧米との修好通商条約

の締結があって新たな日中貿易体制が機能して

いたからである。

以上の状況下の長崎は本文で述べた通りであ

るが、一点強調しておきたいのは、太平天国軍

が蘇州を落城させて以降長崎の既存の唐人社会

は大陸からの避難民を受け入れ、従来の貿易体

制崩壊を受け入れ生き残りをかけて動いたので

あった35。長崎の近世的な唐人社会は、太平天国

の乱の影響によって崩壊したとの理解も許され

よう36。
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